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1  は し め に

近年,四季成り性品種の育種が進み営利栽培に向く品種

が登場してきており,こ れらの品種を用いた夏秋期栽培に

おける生育反応や収量性が明らかにされている
1)。 現在 ,

青森県では夏秋どり栽培の作型開発を進めているが,収量

は多いが高温期の品質低下が問題となっている。そこで ,

夏秋どリイチゴの品質向上を図るため,高温期の遮光処理

と遮光資材及びマルチ資材の利用が生育,収量,品質に及

ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

四季成り性品種 `エバーベリー'を供試した。1993年 3

月1日 に越冬子苗を12cm径黒色ポリ鉢に鉢上げして育苗し

表 1 収穫始めの生育 (7月 1日 )

た。育苗中は5月 10日 まで出現した花房を摘除した。同年

6月 3日 に,ビニールハウスに 2条植え,畦幅120cn,株

間20clと して定植した。施』巴量は a当 り成分量で窒素15

謄,り ん酸2 7kg,加 里1 4kgを化成肥料で施用し,他に稲

わら堆肥300kg,苦土重焼燐10kgを施用した。

遮光資材の比較として,①黒寒冷紗 (■ 600,遮光率50

%)遮光区,②シルバータフベル (3800S,遮光率42%)

遮光区を設け,③無処理区と比較した。遮光資材は地上 2

mの位置で平張りし,西側サイドは西日を避けるために50

cm垂らした。遮光資材の被覆期間は定植直前の 6月 2日 か

ら収穫を打ち切った9月 30日 までとした。また,マルチ資

材の比較として,①黒色ポリマルチ区,②白黒タブルポリ

マルチ区,③ベルタフ (C2950)マ ルチ区を設け,収穫開

始時の生育,7月 1日から9月 30日 までの収量及び品質 ,

旬別の屈折計示度,収穫期間中の典型的な晴天日の気温 ,

日射量,地温を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)収穫始めの生育

定植後の活着は良好であった。収穫始めは各区とも7月

1日 であった。収穫始めの生育は,葉柄長,葉身長,葉身

幅,草丈とも遮光した両区が無遮光区より長くやや徒長ぎ

みであった。マルチ比較では黒色ポリ区がややまさり,ベ

ルタフマルチ区がやや劣った。しかし,1株当りの花房数

に処理間差がみられず,着果数にも大差がなかった (表 1)。

12)収量

総収量及び良果収量ともに,遮光資材比較ではシルバー

葉帳   頂 /1ヽ 葉
葉身長 葉身幅

(。■)(m)(clo)(cm)(本 /蛛)佃/株 )
黒ポリ   306  134  107  446  37   31

黒寒冷紗 自黒ポリ  292 132 105 432  37  32
ベルタフ   29 1  129  105  424   38   33

処  理

遮 光 マルチ

;;ミラ動!多:'11:筆:::‖
興晨ポリ   263  115  101  385  38   31

無処理 自黒ボリ 265 114 99 382 37 32
ベルタフ 261 111 97 380 ■9 33

表2 収量調査結果

理

無 処 理 白黒ポリ   00   310   639
ベルタフ    00    276    722

遮 光  マルチ L     lvl      S
黒 ポ リ  153 623      875     746     2689     81 5     3504     11 2

黒寒冷紗 自黒ポリ  214  415 91 9     1057     844     3449     678     4127     124

為 翌 射 彙属 |

黒 ポ リ   00   194   535   .
904     765     2618     772     3390     109

746     2692     81 6     3508     11 3

注 収穫期間は7月 1日～9月 30日 ,規格は青森県出荷規格準拠,単位はkg/a
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表3 屈折計示度の推移

無 処 理 自黒ポリ   85

黒寒冷紗 自黒ポリ   79   70   89   94   105   94   85   88   96
ベルタフ      7 9       7 1       88        94      106       94       84       89        9 6

黒 ポ リ  83  74  91  107 110  99  89  91  100
7 4       9 1       109      11 1       105       8 9       9 2       10 2

タフベル遮光区が最も多かった。次いで,黒寒冷紗遮光区
が多く,遮光による増収効果が認められた。マルチ比較で

は,ベルタフマルチ区,自黒ポリマルチ区,黒ポリマルチ

区のllRに収量が多かった (表 2)。

(3)良果の平均―果重

遮光資材比較ではシルバータフベル遮光区が,マルチ比

較では,ベルタフ区,自黒ポリ区がまさる傾向が認められ

た (表 2)。

(4)品質

遮光処理区では,高温や強日射によると思われる種浮き

果や不受精果が無遮光区より少なかった。マルチ比較では,
ベルタフマルチ区,自黒ポリマルチ区が種浮き果や不受精

果が少なかった。良果率は,遮光処理間ではシルバータフ
ベル遮光区が,マルチ比較ではベルタフマルチ区,自黒ポ

リマルチ区が高かった (表 2)。

6)屈折計示度の時期別推移
屈折計示度は収穫期間中 7～ 112で推移し,7月 の日照
不足の時期にはやや低下し,8月 の高温期には発酵ぎみの

果実が多く高かった。処理間では遮光区で発酵果の発生が

少なく,屈折計示度はやや低くなり食味が良好であった0
無遮光区では発酵果が多く屈折計示度が高すぎて食味が劣っ

た。マルチ比較では,黒ポリマルチ区がやや低くなる傾向

が認められた (表 3)。

16)微気象

収穫期間中の典型的な晴天日のハウス内最高気温は,無
遮光区より黒寒冷紗遮光区が51℃ , シルバータフベル遮

光区が35℃低く遮熱効果が認められた。 日射量について

も同程度の効果が認められた。また,マルチ比較では,無
遮光区においてベルタフマルチ区及び自黒ポリマルチ区が

黒ポリマルチ区より地温上昇が抑制される傾向が認められ

た (表 4)。

0)以上の結果から,地温上昇抑制効果の高いマルチ資

表4 微気象測定結果 (晴天日6日 の平均)

日最高気温 日射量   地 温 (℃ )
遮 光

(℃)価 J/ぱ)黒   自黒 ベルタフ
黒寒冷紗 305   113   207   207   205
シツレバータフベル 321 133 212 210 208
黛民奥匹理整            356   175   238   229   22 1

注 気温は地上50m,地温はマルチ下10cIで測定
日射量はサンステーションで測定

材を使用し遮光処理を行うことによって,晴天日を中心に
ハウス内気温,日 射量,地温が低く抑えられることによっ

て,生育が抑制されることなく,平均一果重が増大 し,良
果収量が増加し,品質が向上すると考えられた。

4 ま と め

夏秋どリイチゴの品質向上を図るため,高温期の遮光処

理と遮光資材及びマルチ資材の利用が生育,収量,品質に

及ぼす影響について検討した。

その結果,遮光及びマルチ処理により強日射が抑えられ

気温及び地温の上昇が抑制され,生育が抑制されることな

く,種浮き果や不受精果が減少し,果実の食味も適正にな

り品質が向上した。また,平均一果重が増加し,良果収量

が増加した。

気温上昇抑制のための遮光資材としては「シルバータフ

ベル (遮光率″%)」 が,マルチ資材としては「ベルタフ」

及び「自黒ポリ」が適すると考えられた。
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